計画の基本的な方向及び目標
１　計画の基本的な方向

２　計画の目標

３　計画の体系図

４　計画の内容と主な取り組み

· 基本目標１（企業に選ばれるサービスの提供）

· 基本目標２（優れた事業環境の提供）

· 基本目標３（連携の促進）

· 基本目標４（情報発信力の強化）

· 基本目標５（次世代の担い手育成）



１．計画の基本的な方向
◆計画の役割

「ベッドタウン」から「ライフタウン」への推進エンジン
「にぎわいと活力に満ち、未来に輝くまち」を実現するために、春日井商工会議所をはじめとする関連機関と連携し、政策資源を有効に活用しながら、効果的・効率的な事業を推進するとともに、地域経済の成長を自立的・持続的なものとしていきます。

◆産業振興の将来像（ビジョン）

　恵まれた立地条件や多様な産業・技術集積を活かしながら産業振興を図ることで、春日井市が目指す将来像（ビジョン）を、以下の３つに定めます。


(1)恵まれた立地条件のもと中部圏内外から優良企業が集まる春日井

(2)優れた技術と生産基盤により持続的に企業が成長する春日井

(3)多様な産学連携のもとイノベーションとビジネスアイデアが創出される春日井

(1)　恵まれた立地条件のもと中部圏内外から優良企業が集まる春日井

春日井市は、名古屋圏などの大消費地を控え、納入先となる大手メーカーとの近接性や広域交通アクセスの利便性から、企業の立地環境として恵まれた条件を有しています。また、こうした立地環境は、物流サービス、情報サービスなどの都市型産業の新設も促しています。このような恵まれた立地条件を活かし、中部圏内外からの優良企業が立地し、活発なビジネスが展開される地域づくりを目指します。

　　特に春日井市は、自動車産業の企業集積に特徴がみられる愛知県において、幅広い産業集積がみられ、バランスある産業構造を維持しながら、景気変動を受けにくい足腰の強い産業形成を図っていきます。

（期待される進出業種）

	
	期待される進出事業者のイメージ

	工場
	○中部圏の拠点性を活かした消費地立地型の製造業

　・食料品関連製造業

　・印刷・出版関連製造業　　など
○納品面・開発面で大手メーカーとの近接性を求める製造業

　・電機・電子部品産業

・自動車部品産業（金属製品、プラスチックなどを含む）

・航空機部品産業　など
○ショールーム機能を備えたニューファクトリー

　・福祉機器、環境貢献商品の工場　など

	研究開発
	○自動車部品・電子部品等の組み込みソフトの開発メーカー

○環境や医療等の新たな市場分野の研究開発型企業

	物流
	○近接大手メーカーへの前受け・各工場配送を行う物流センター

○中部圏や全国の店舗・工場へ配送を行う商品配送センター

○通信販売等の商品配送を行う受注・配送センター


（注）上記イメージは、今後、ヒアリング調査等を踏まえてさらに加除修正を行います。

(2)　優れた技術と生産基盤により持続的に企業が成長する春日井

①　技術交流、ビジネスマッチングが盛んな環境づくり

春日井市は、卸・小売業、サービス業、製造業、建設業などの中小企業を含め優れた技術を有する裾野の広い産業集積がみられます。また、歴史ある工業系学部を有する中部大学や、隣接する名古屋市守山区では公設試験研究機関の集積がみられます。

とりわけ、春日井市にて集積がみられる、電気・電子分野、紙・加工品、家具・装備品、出版・印刷などは、商品の高度化・デザイン化が進むなかで、新たな技術やアイデアの獲得による商品開発や取引先の多様化が求められています。また、中小企業のなかには優れた技術を持ちながら、受注・取引に十分に活かしていない状況もみられます。

このため市内企業が、活発な技術交流、ビジネスマッチングのもと、優れた技術やノウハウを活かし高めながら、持続的に発展できる環境づくりを進めます。
②　市内企業の生産基盤の維持・高度化

工場周辺の都市化による事業環境の悪化や、生産性の高い設備等の配置変更への要請等により、春日井市の市内企業の移転・拡張需要が高くなっています。しかし、企業側では従業員の通勤等の面から隣近接地区での用地確保を望んでおり、企業の持続的な成長発展の面から、春日井市内での工場用地供給を図っていくことが求められています。

　　　このため市内企業が、地元人材を活かし、取引先との関係をさらに密接なものとし、高い生産能力を発揮できるような環境づくりを進めます。

(3)　多様な産学連携のもとイノベーションとビジネスアイデアが創出される春日井

活力ある産業形成を図っていくためには、常に新たな人材や事業所、そして技術や商品が、地域から生まれるビジネス風土が重要です。このことは製造業だけでなく、時代にあった商業環境を創出していくためには、商店街にとっても重要なことになっています。

春日井市は、創業に適した地の利（名古屋都心部との隣接性、相対的に低い不動産コスト、西三河と比較して雇用確保がしやすい）を有しており、卸・小売業、サービス業、製造業、建設業などの開業率が高い地域特性を持っています。

また、春日井市では、中部大学等の人材創出機能を有するとともに、多くのビジネス･リーダーが活躍しています。こうしたポテンシャルを十分に活用して、産学連携、企業間連携を進めることが求められます。

この優位な企業・創業環境を活かし、次世代を担う起業家、創業者を育成するとともに、地域一体での起業・創業段階でのサポート体制を強化し、創業者に選ばれる地域づくりを進めます。また、地域の人材・技術から、多様な商品、技術、イベントなどが連鎖的に生まれる地域づくりを進めます。

　
２．計画の目標
【顧客の視点】
基本目標１　（企業に選ばれるサービスの提供）

市・商工会議所・関連団体などが効果的な分担体制の下で連携し、企業に選ばれる質の高いサービスの提供を推進します。

基本目標２　（優れた事業環境の提供）

恵まれた立地条件・交通条件を活かし、事業者や起業家に向け、優れた事業環境の提供を推進します。

【業務プロセスの視点】

基本目標３（連携の促進）

地域企業と大学、取引企業、専門家などとのマッチングを行い、取引、連携、協働が積極的に実施される環境・機会の提供を推進します。

基本目標４（情報発信力の強化）

春日井市の住み良さ、働きやすさ、ビジネス機動力などの情報発信を強化し、春日井市の産業・観光・まちづくりのブランド力強化を推進します。

【人材育成の視点】

基本目標５（次世代の担い手育成）

産業活力の維持に向け、起業家、次世代経営者、商店街の新しい担い手の育成を推進します。

併せて、商工会議所などとの関係機関と連携し、行動力とスピード感のある創造的な施策運営ができる人的体制強化を進めていきます。


（注）

　顧客の視点          企業に対する直接的サービスを充実する視点です。
業務プロセスの視点　組織の内部体制や間接的な業務を充実する視点です。
人材育成の視点　　　学習や人脈づくりなど人材の育成方針に関する視点です。
３．計画の体系図
春日井市の産業振興の将来像（ビジョン）


５つの基本目標
【顧客の視点】





【業務プロセスの視点】




【人材育成の視点】


４．計画の内容と主な取り組み
■基本目標１（企業に選ばれるサービスの提供）

市・商工会議所・関連団体などが効果的な分担体制の下で連携し、企業に選ばれる質の高いサービスの提供を推進します。
産業振興の効果的な実施にあたっては、市と関連団体の連携した取り組み強化が不可欠です。とりわけ、市と商工会議所は、行政、産業界のそれぞれの立場から、春日井市の産業活性化を担っており、産業振興の課題解決に向け、一体となった協働の取り組みが求められています。　　

このため、それぞれの組織の特徴を踏まえたうえで、効果的な連携を進め、利用者からの利便性が高く、より質の高いサービスが提供できる体制を構築していきます。
（取り組みの具体例）

○ 市・商工会議所の調整会議の開催
○ 国・県等助成事業の相談を含めたワンストップサポートセンターの設置検討
○ 既存企業に対する助成事業の充実

○ 創業支援事業の充実

○ セミナー等の充実・共同化　など

■基本目標２（優れた事業環境の提供）　


恵まれた立地条件・交通条件を活かし、事業者や起業家に向け、優れた事業環境の提供を推進します。
　春日井市は、名古屋都心部との近接性、ICへのアクセス等において、ビジネス優位性が高いロケーション特性を持っており、これまでも名古屋都市圏において高い開業率を維持してきました。

　こうした強みを活かし、企業の創業・育成の受け皿となる工業用地・オフィスを供給できるように民間事業者、地権者との協調を推進していきます。

　

（取り組みの具体例）

　○ 工場用地の確保に向けた庁内支援体制の整備
　○ 企業立地に向けた奨励金・補助制度などの充実

　○ インキュベーター施設整備の検討
　○ 新分野進出支援事業の拡大
○ 企業が連携して行う事業環境整備の支援
■基本目標３（連携の促進）


　地域企業と大学、取引企業、専門家などとのマッチングを行い、取引、連携、協働が積極的に実施される環境・機会の提供を推進します。
新販路開拓、新事業創出に対する企業ニーズに対応し、展示・交流・商談会、発表会などの企業間のビジネスマッチングの機会拡充を推進します。また、技術開発・製品開発に効果的な産学連携の潜在的ニーズは高いものの、企業と大学の連携の“きっかけ”が不足しており、相手先が見えない状況にあるため、連携活動が円滑に進む支援策を充実していきます。

　さらに商店街では、今後、「暮らし」「防災」「福祉」「文化」等と連携したソフト・ハードのまちづくりのなかで、商業の再生を図っていくことが求められていることから、商店街の活性化に向けた自発的な活動を支援していきます。
（取り組みの具体例）

　○ 地域連携コーディネート機能の整備
○ マッチングイベントへの参加支援
○ 産学交流イベントの充実
○ 商店街の自発的な活性化活動への支援 　など

■基本目標４（情報発信力の強化）

春日井市の住み良さ、働きやすさ、ビジネス機動力などの情報発信を強化し、春日井市の産業・観光・まちづくりのブランド力強化を推進します。
春日井市は、ベットタウンとして成熟をみせており、今後、活力の維持に向けた、いきいきとした「ライフタウン」への移行が求められています。そのため、春日井の住み良さに加え、働きやすさ、ビジネス機動力などの情報発信を強化し、春日井市の産業・観光・まちづくりのエリアブランド構築に向けた施策展開を推進していきます。

（取り組みの具体例）

· 商店街散策・ドライブマップの作成
· 市内企業の製品等のＰＲ充実

· ファミリーフレンドリー企業の紹介
· サボテンキャラクターの地域シンボルとしての活用

· “こだわり個店”のネットワーク化の支援　など
■基本目標５（次世代の担い手育成）


　産業活力の維持に向け、起業家、次世代経営者、商店街の新しい担い手の育成を推進します。
　併せて、商工会議所などとの関係機関と連携し、行動力とスピード感のある創造的な施策運営ができる人的体制強化を進めていきます。
　産業活力の維持は、次世代の企業・地域を担う人材育成が不可欠であり、起業家、次世代経営者、商店街の新しい担い手育成が求められています。特に、経営戦略の立案、マーケティング、品質管理、社員の能力を引き出す人事・労務戦略など、マネジメントを担う中枢となる人材の育成が求められている。このため、大学、関連団体と連携し、次世代の担い手育成の機会を確保していきます。
さらに、施策の有効な展開のためには、国・県の関連施策の横断的な情報収集、商工会議所との連携が不可欠である。また、技術開発や設備投資等の企業ニーズを的確に捉え、橋渡し的な役割や、迅速な施策立案に結びつける機動力が求められています。このため、行動力、機動力のある組織づくりと人材育成を進めていきます。

（取り組みの具体例）

· 産学人材育成事業の充実

· 後継者育成実践セミナー　
· 企業、大学等研究機関、国・県などとの連携の強化
· 職員の人材育成　など



①恵まれた立地条件のもと中部圏内外から優良企業が集まる春日井


②優れた技術と生産基盤により持続的に企業が成長する春日井


③多様な産学連携のもとイノベーションとビジネスアイデアが創出される春日井











【企業の選ばれるサービスの提供】


市・商工会議所・関連団体などが効果的な分担体制の下で連携し、企業に選ばれる質の高いサービスの提供を推進します。















































【優れた事業環境の提供】


恵まれた立地条件・交通条件を活かし、事業者や起業家に向け、優れた事業環境の提供を推進します。














【情報発信の強化】


春日井市の住み良さ、働きやすさ、ビジネス機動力などの情報発信を強化し、春日井市の産業・観光・まちづくりのブランド力強化を推進します。





【次世代の担い手育成】


産業活力の維持に向け、起業家、次世代経営者、商店街の新しい担い手の育成を推進します。


併せて、商工会議所などとの関連機関と連携し、行動力とスピード感のある創造的な施策運営ができる人的体制強化を進めていきます。








































































































【連携の促進】


地域企業と大学、取引企業、専門家などとのマッチングを行い、取引、連携、協働が積極的に実施される環境・機会の提供を推進します。
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